
長崎大学が誇る特色
平成２０事業年度に係る業務の実績に関する報告書・全体的な状況
より引用

1 長崎大学は教育、研究の両面で世界のトップ

レベルを目指して、戦略的な教育研究企画を

推進し、教育・研究の更なる高度化、個性化

を図る。

2 「学生顧客主義」の標語の下、教養教育、学

部専門教育、大学院教育の充実を図って最高

水準の教育を提供するとともに、入学者選抜、

課外活動、就職などを含む学生生活の全般に

わたって支援体制を一段と強化する。

3 大学で創造する知的財産の適正な管理を行い、

知的財産と人的・物的資源を活用した地域連

携、産学官連携、国際的連携を通して教育・

研究成果の社会への還元を推進する。

4 不断に外部評価も含めた点検・評価を行い、

それを教育・研究の改善実施に直結できる体

制を整備し、かつ、その情報公開に努める。

5 教育研究組織、事務組織の見直しや情報の一

元的な管理体制を構築することにより業務の

高度化、効率化を図る。また、柔軟な管理運

営、人事、財務システムを導入して大学法人

の経営基盤を確立する。

（国立大学法人長崎大学中期目標（２００４年度～２００９年度）前文より）

1 活動概況

� 新しい大学運営体制の導入と活用

法人経営については役員会の構成員である理事が学

長の意志決定を支えることとなるが、本学の法人経営

と大学運営の責任を明確にするため、学長交代を機に、

従前の戦略企画会議を大学の運営本部的機能を有する

「学長・副学長会議」に再編し、副学長の権限・責任

の強化と増員を行い、大学の各種本部業務を副学長の

下にライン化した。副学長は、担当業務に関する全学

委員会の委員長や全学共同教育研究施設等の長として

業務を統括する。

「学長室」を学長の諮問機関として位置づけ、諮問

された大学の重要懸案ごとに外部有識者を含めたワー

キンググループを設置し、客観的見地からの意見を踏

まえた議論を展開し、見識ある調査・分析、企画・立

案を行うこととした。平成２０年度は医学部・歯学部附

属病院の改革に関するワーキンググループ「大学病院

改革検討委員会」を設置し、同ワーキンググループか

らの「医学部・歯学部附属病院を長崎大学病院とする

こと」、「病院長は学長が指名する理事が務めること」

等の学長への最終答申（平成２１年３月）を受けて、平

成２１年度からの実施を決定した。さらに、教養教育（全

学教育）の見直し等に関するワーキンググループを設

置し、検討を開始した。

長崎大学は、これまで「長崎に根付く伝

統的文化を継承しつつ、豊かな心を育み、

地球の平和を支える科学を創造することに

よって、社会の調和的発展に貢献する」と

の理念に基づき高度の教育・研究活動を展

開してきた。新世紀初頭の国立大学法人へ

の移行を契機に、更なる教育・研究の高度

化と個性化を図り、アジアを含む地域社会

とともに歩みつつ、世界にとって不可欠な

「知の情報発信拠点」であり続けることを

宣言する。

この理念の達成に向けた基本目標として、

以下の５項目の最重点事項を掲げています。

これらの目標の達成に向けて、長崎大学は次の

ような特色ある取組を展開しています。
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� 長崎大学の特徴を活かした教育研究組織の編成と

特色ある教育研究の推進

� 教育研究組織の編成

国際協力の現場、特に地球規模の健康課題に対処す

る分野で活躍できる高度な知識と技能を有する人材を

育成するため独立研究科として国際健康開発研究科

（修士課程）を設置した。本研究科を大学の戦略的観

点から運営するため、研究科長は学長が指名し、研究

科の管理運営（教員組織、教員人事、予算等）につい

ては学長を議長とする「国際健康開発研究科運営評議

会」が審議を行い、研究科に置く「教授会」は教学関

係事項の審議のみを行うという、新たな運営体制を構

築した。

情報文化教育課程を廃止し、学校教育教員養成課程

の一課程に再編することにより、教育学部を教員養成

学部に特化した。さらに、教育学研究科において、教

職実践専攻（専門職学位課程）及び教科実践専攻（修

士課程）を設置した。学生及び職員の健康を守り、予

防に努めるとともに、保健・医療分野での医療教育、

本学の地域連携及び地域貢献を県及び自治体と連携し、

推進することを目的として保健管理センターを改組し、

保健管理部門、カウンセリング部門、へき地病院再生

支援部門及び離島・へき地医療教育研究部門の４部門

を置く、保健・医療推進センターを設置した。

� 特色ある教育プログラムの推進

特色ある教育プログラムとして平成２０年度に下記の

３プログラムが採択された。

�「地域医療人育成プラットホームの構築」【教育
GP】：平成１６年度に特色GPに採択された「地

域と連携した実践型医学教育プログラム」をさら

に発展させ、６年一貫の地域医療教育体制を離島

の保健・医療・福祉施設を中心に構築し、全教育

課程を通して継続的に学ぶ「地域医療総合プログ

ラム」を実施する。

�「新興金融市場分析の専門家育成プログラム」【大
学院GP】：中国・韓国の大学とのネットワーク

による海外フィールド研究及び東京証券取引所で

のインターンシップの実施、アジア市場の分析に

焦点を当てたコース科目の実施等により、アジア

を中心とする新興金融市場で活躍する高度専門職

業人を育成する。

�「国際保健分野特化型の公衆衛生学修士コース」
【大学院GP】：国際基準を満たす国際保健学の

カリキュラムの実施、開発途上国での短期フィー

ルド研修と長期インターンシップの実施により、

開発途上国の現場で活躍できる実践的な国際保健

の問題解決能力を有する人材を養成する。

その他、健全な社会を支える技術者の育成【平成１８

年度採択：現代GP】、PATプログラムによる地域共

生力の育成【平成１９年度採択：現代GP】、学生が自

ら育む人間関係力醸成プログラム【平成１９年度採択：

学生支援GP】、がんプロフェッショナル養成プラン

【平成１９年度採択】を推進した。特に、平成１８年度に

採択された「現代『出島』発の国際人育成と長崎蘭学

事始」【現代GP】に基づき、ライデン大学と本学と

の学術交流・教育交流の促進のため、オランダ王国ラ

イデン市に長崎大学在ライデン国際交流推進室を設置

した。

� 長崎大学の個性を発揮するCOEおよび重点研究

１０課題と地域連携の推進

平成１８年度に選定した重点研究１０課題を推進するた

めに、学長、理事及び外部評価委員等による中間評価

を行い、３年間の進捗状況について検証し、各研究課

題の今後の推進体制について見直しを行った。

平成２０年度グローバルCOEプログラムに２１世紀

COEプログラムの成果を引き継いだ「熱帯病・新興

感染症の地球規模制御戦略」が採択された。ベトナム

プロジェクト拠点では、拠点共同研究室のNIHE・ハ

イテクセンターへの移転を行い、共同研究室の機能を

充実させた。また、平成１９年度グローバルCOEプロ

グラムに採択された「放射線健康リスク制御国際戦略

拠点」では、ベラルーシ共和国に「チェルノブイリ分

子疫学調査研究プロジェクト拠点」を設置するととも

に、WHOとの連携事業の展開、複数の国際シンポジ

ウムを開催するなど積極的な活動を行った。

長崎県内における治験産業の誘致・創出を目指して

「長崎治験事業推進連携チーム」を産学で結成して「長

崎県創薬・医工連携関連産業創出プロジェクト支援事

業」に応募し、採択された。工学部からの提案「離島

へき地の在宅介護力向上のための遠隔ケアシステムの

開発」が総務省の平成２０年度戦略的情報通信研究開発

推進制度に採択された。

� 学長のリーダーシップによる戦略的な法人経営

１．資源確保と効果的配分

人件費削減計画を計画通り実行し、学長管理教職員

ポストを６増やし１１とした。そのうち、教授１及び准

教授２の学長管理教職員ポストを保健管理センターを
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改組した保健・医療推進センターに配置した。平成２０

年度の科学研究費補助金、共同研究、受託研究、その

他の外部資金の獲得総額は前年度より１６７，４５８千円増

の４，７８０，９５３千円であった。工学部においては、TDK

株式会社からの寄附（５年間総額１３５，０００千円）を受

け「TDK寄附講座エネルギーエレクトロニクス学講

座」を設置した。また、医歯薬学総合研究科に長崎県

及び五島市からの寄附により設置している「離島・へ

き地医療学講座」については、平成２１年度から５年間

（総額２００，０００千円）の継続設置を決定した。知的財

産本部は�長崎 TLOと協働して、シーズ・ニーズ情
報の共有化を図るとともに技術分野別に役割分担を進

め、シーズ運用活動に重点を置いた結果、ライセンス

契約数は１７件、契約料は４６，７１６千円に達した（平成１９

年度比３件増、３７，７３８千円増）。施設の外部への貸出

しを拡大するため、貸出可能施設の拡充、本学ホーム

ページによる情報提供の充実、他機関のホームページ

へのリンク等を行った結果、大幅な増収（平成１９年度

比１５，６０７千円増）となった。さらに、長崎大学就業情

報管理システム、旅費業務の外部委託等による業務の

見直し、効率化を行った。

大学として重点的に取り組むべき優れた研究テーマ

として選定した重点研究１０課題を推進するため、学長

裁量経費（重点研究課題推進経費）の配分を増額

（８０，０００千円 対前年度４４，０００千円増）し、研究支援

員雇用、シンポジウム開催等の支援を行うとともに、

間接経費（全学共通経費）を用いて共通的研究設備の

整備・更新を優先的に行った。学長裁量経費の配分を

大幅に増額（１００，０００千円 対前年度７６，０００千円増）

し、国立科学博物館での企画展「熱帯感染症と『たた

かう』長崎大学」の開催、国際シンポジウムの開催、

下村脩名誉博士ノーベル化学賞受賞記念事業の実施等

を積極的に支援した。

２．男女共同参画の推進

男女共同参画の推進を図るため、新たに男女共同参

画担当の副学長を配置し、人事委員会の審議事項に男

女共同参画に関する事項を加えるとともに、同委員会

に男女共同参画推進専門部会を設置した。地域医療等

社会的ニーズに対応した質の高い医療人養成推進プロ

グラム「女性医師の麻酔科復帰支援プロジェクト」【平

成１８年度採択：医療人GP】により附属病院に設置し

た「女性医師麻酔科復帰支援機構」において、休職後

に復帰支援を必要とする女性麻酔科医及び麻酔科への

転向を希望する他分野女性医師を全国公募により専修

医として採用し、再教育プログラムにより復帰に向け

ての２年間の研修環境を提供した。

３．危機管理への対応

「長崎大学における新型インフルエンザの予防及び

対応に関する指針」を策定し、各部局、全構成員等へ

の周知を徹底した。学生の海外留学、海外研修、国際

ボランティア活動等の増加に伴う危機管理対策の一環

として「海外緊急事故対策シミュレーション」を実施

した。

� 長崎大学が持つ知的資産の積極的発信

「長崎大学学術研究成果リポジトリ（NAOSITE）」

の登録数の増加を図り、登録数は１万５千件以上とな

り、リポジトリの世界的総合ランキングWebometrics

Ranking of World Repositories で世界第１３２位、国内

第７位（平成２１年１月）にランクされた。東京・上野

公園の国立科学博物館において、企画展「熱帯感染症

と『たたかう』長崎大学」を３月に開催し、９日間の

開催期間中１万１千名以上の入場者があった。ノーベ

ル化学賞を受賞した下村脩名誉博士の講演会「ノーベ

ル賞受賞の原点－長崎大学」を大学生や長崎県内の高

校生、中学生など７００名を対象に本学中部講堂におい

て開催した。附属図書館は、長崎大学医学部の前身で

ある養生所の第２代教頭のアントニウス・ボードイン

が撮影・収集した古写真のアルバム「ボードイン・コ

レクション」などを電子化して「長崎学デジタルアー

カイブス」を公開した。

� 総括と展望

平成２０年度は、平成１６～１９年度の中期目標期間評価

を受審し、「業務運営・財務内容等の状況」、「教育研

究等の質の向上の状況」とも「良好である」との評価

結果であった。さらに、学部・研究科等の現況分析で

は、教育、研究とも良好な評価結果を得ている。上記

のように、平成２０年度の年度計画も順調に達成された。

中期目標期間の最終年度（平成２１年度）は、平成１６～

１９年度の中期目標期間評価結果で指摘された事項の改

善に努め、年度計画の達成により中期目標の実現を図

る。
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�上記の数値の詳細は、平成２０年度長崎大学概要をご覧ください。
http://www.nagasaki-u.ac.jp/guidance/gaiyo/h20/h20gaiyo.html

役員・職員数

役員 教育職員
その他
の職員 合計

学長 理事 監事 教授 准
教授 講師 助教 助手 教諭 計

１５（１）１（１）３１５２５８ ９７３４３ ８ ９３１，１１４１，３７７２，４９８

役員・職員数 平成２０年５月１日

学生数 平成２０年５月１日

大学院（現員数）

修士・博士前期課程 博士・博士後期課程

１年次２年次 計 １年次２年次３年次４年次 計

３７５ ４２９ ８０４ １５０ １４１ １６９ ２１３ ６７３

学部（現員数）

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次 計

１，７１７ １，６９７ １，７８７ ２，１８４ １７１ １５６ ７，７１２

※理事（１）、監事（１）は、非常勤役員で外数
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機　構　図�

（平成20年7月1日）�
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医学部・歯学部附属病院�

計画・評価本部�

国際連携研究戦略本部�

知的財産本部�

監査室�

経営企画課�

総務課�

調達管理課�

医事課�

患者サービス課�

総務課�

学術協力課�

歯学系事務室�

薬学系事務室�

総務部�

�

�

�

研究国際部�

�

財務部�

�

�

学生支援部�

�

�

施設部�

�

�

学術情報部�

事務部�

事務部�

事務部�

事務部�

事務部�

事務部�

事務部�

事務部�

学 長 選 考 会 議 �

事 務 局 �

教 育 学 部 �

経 済 学 部 �

水 産 学 部 �

生産科学研究科�

国際健康開発研究科�

熱帯医学研究所�

医歯薬学総合研究科�

環境科学部�

附属図書館�

医 学 部 �

歯 学 部 �

薬 学 部 �

工 学 部 �

教育学研究科�

経済学研究科�

学 長 �

役 員 会 �

理事（6）�

経 営 協 議 会 �

教育研究評議会�

監事（2）�

活
動
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佐世保市�
Sasebo City

佐世保線�
Sasebo Line
早岐�
Haiki
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Nagasaki Airport�

�

時津�
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長崎市�
Nagasaki City

Nagasaki Peninsula野母�
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嬉野�
Ureshino

Omura Line

Omura City

佐　賀　県�
Saga Prefecture

諫早市�
Isahaya City

千々石湾�
Chiziwa Bay

小浜�
Obama

加津佐�
Kazusa

礫石原�
Kureishibaru

島原鉄道�
Shimabara Railway

島原市�
Shimabara�
City

雲仙国立公園�
Unzen National Park

大 村 湾 �
Omura Bay

西 彼 杵 半 島 �
Nishisonogi Peninsula

大�

村�

線�

1

2

3 4
5
6
7
8

9

10

●１ 臨海研修所
Seaside Training Center

●２ 環東シナ海海洋環境資源研究センター
Institute for East China Sea Research

●３ 教育学部附属特別支援学校
School for Children with Special Education Needs

●４ 教育学部附属幼稚園、附属小学校、附属中学校
Kindergarten, Elementary School, Lower Secondary School

●５ 知的財産本部、監査室、学務情報推進室、事務局、
教育学部、附属教育実践総合センター、薬学部、
工学部、環境科学部、水産学部、
附属図書館（中央図書館）、生産科学研究科、
医歯薬学総合研究科（薬学系）、附属薬用植物園、
保健・医療推進センター、
情報メディア基盤センター、
共同研究交流センター、
生涯学習教育研究センター、留学生センター、
大学教育機能開発センター、
アドミッションセンター、
心の教育総合支援センター、やってみゅーでスク
Intellectual Property Center, Audit Office, Student Affairs Infor-
mation Promotion Office, Administration Breau, Faculty of Edu-
cation, Center for Education Research and Training, School of
Pharmaceutical Sciences, Faculty of Engineering, Faculty of En-
vironmental Studies, Faculty of Fisheries, Main Library, Gradu-
ate School of Science and Technology, Graduate School of Bio-
medical Sciences (Pharmaceutical Sciences), Medicinal Plant
Garden, Center for Health and Community Medicine, Informa-
tion Media Center, Joint Research Center, Education and Re-
search Center for Life-long Learning, International Student Cen-

ter, Research and Development Center for Higher Education,
Admission Center, Center for Total Human Education and Child
Welfare, Yattemyu Desk

●６ 国際連携研究戦略本部、医学部（医学科）、
熱帯医学研究所、医歯薬学総合研究科（医学系）、
国際健康開発研究科、
附属原爆後障害医療研究施設、
先導生命科学研究支援センター、
附属図書館（医学分館）
Center for International Collaborative Research
School of Medicine (School of Medical Sciences)
Institute of Tropical Medicine
Graduate School of Biomedical Sciences (Medical Sciences)
Graduate School of International Health Development
Atomic Bomb Disease Institute
Center for Frontier Life Sciences
Medical Library

●７ 医学部・歯学部附属病院、歯学部、
医歯薬学総合研究科（保健学系・歯学系）、医学部
（保健学科）

University Hospital of Medicine and Dentistry,
School of Dentistry Graduate School of Biomedical Sciences
(Health Sciences・Dental Sciences), School of Medicine (School
of Health Sciences)

●８ 経済学部、附属図書館（経済学部分館）
Faculty of Economics, Economics Branch Library

●９ 野母崎研究施設
Nomozaki Research Laboratory

●１０ 九州地区国立大学島原共同研修センター
Shimabara Joint Training Center for National Universities in Ky-
ushu Area

●長 崎 県 Nagasaki Prefecture

長崎大学位置図 Location Map活
動
概
況
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△�
金比羅山�
Mt. Konpira

長崎駅�
Nagasaki�
Station

長崎駅�
Nagasaki�
Station

石橋�
Ishibashi

至茂木�
To Mogi

思案橋�
Shianbashi

諏訪神社前�
Suwa Shrine Mae

至諫早�
To Isahaya蛍茶屋�

Hotarujaya

至戸町�
To Tomachi

長　　崎　　港�
Nagasaki Port

長与�
Nagayo

至時津�
To Togitsu

1

23

4

67
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Municipal�Municipal�
GovernmentGovernment
Municipal�
Government

市役所�

●長 崎 市 Nagasaki City

●１ 経済学部、附属図書館（経済学部分館）

Faculty of Economics, Economics Branch Library

●２ 医学部・歯学部附属病院、歯学部、

医歯薬学総合研究科（保健学系・歯学系）、医学部

（保健学科）

University Hospital of Medicine and Dentistry, School of Den-
tistry, Graduate School of Biomedical Sciences (Health Sci-
ences・Dental Sciences), School of Medicine (School of Health
Sciences)

●３ 国際連携研究戦略本部、医学部（医学科）、

熱帯医学研究所、医歯薬学総合研究科（医学系）、

国際健康開発研究科、

附属原爆後障害医療研究施設、

先導生命科学研究支援センター、

附属図書館（医学分館）

Center for International Collaborative Research
School of Medicine (School of Medical Sciences)
Institute of Tropical Medicine
Graduate School of Biomedical Sciences (Medical Sciences)
Graduate School of International Health Development
Atomic Bomb Disease Institute
Center for Frontier Life Sciences
Medical Library

●４ 知的財産本部、監査室、学務情報推進室、事務局、

教育学部、附属教育実践総合センター、薬学部、

工学部、環境科学部、水産学部、附属図書館、

生産科学研究科、医歯薬学総合研究科（薬学系）、

附属薬用植物園、保健・医療推進センター、

情報メディア基盤センター、

共同研究交流センター、

生涯学習教育研究センター、留学生センター、

大学教育機能開発センター、

アドミッションセンター、

心の教育総合支援センター、やってみゅーでスク

Intellectual Property Center, Audit Office, Student Affairs Infor-
mation Promotion Office, Administration Bureau, Faculty of
Education, Center for Education Research and Training,School
of Pharmaceutical Sciences, Faculty of Engineering, Faculty of
Environmental Studies, Faculty of Fisheries, Main Library,
Graduate School of Science and Technology, Graduate School of
Biomedical Sciences (Pharmaceutical Sciences), Medicinal Plant
Garden, Center for Health and Community Medicine, Informa-
tion Media Center, Joint Research Center, Education and Re-
search Center for Life-long Learning, International Student Cen-
ter, Research and Development Center for Higher Education,
Admission Center, Center for Total Human Education and Child
Welfare, Yattemyu Desk

●５ 教育学部附属幼稚園、附属小学校、附属中学校

Kindergarten, Elementary School, Lower Secondary School

●６ 国際交流会館

International House

●７ 教育学部附属特別支援学校

School for Children with Special Education Needs

活
動
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